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は生殖幹細胞(Germline stem cells: GSCs)として、試験官内で長期培養可能なことが報
告されている。そこで再構成精巣を解離し、PGCLCs 由来の精原細胞様細胞を GSCs 培
養条件下にて培養した。その結果、増殖能や転写産物が GSCs とほぼ同等な細胞株の樹
立に成功した。この細胞株を GSCLCs(Germline stem cell-like cells)と命名した。次に、
GSCLCs を生殖細胞欠損マウスの精巣に移植し、その機能を検証した。GSCLCs は、成




一方で、上述したように、樹立した GSCLCs は GSCs に比べ精子形成効率が低かっ
た。その原因を解明するため、GSCLCs と GSCs の transcriptome と DNA methylome







に、GSCLCs と GSCs の 1 細胞 transcriptome 解析を行い、1 細胞群間における、転写










医学の発展に寄与する。これまで、マウス多能性幹細胞から、始原生殖細胞 (primordial germ 
cells: PGCs) と同等な機能を有する始原生殖細胞様細胞 (PGC-like cells: PGCLCs) を試験管内
誘導する系が報告されてきた。本研究では、雄性生殖細胞発生過程の試験管内再構成を推進し、
PGCLCs から、精原（幹）細胞及びその培養細胞株である生殖幹細胞 (germline stem cells: GSCs) 
を誘導する系の開発と評価を目的とした。 
PGCLCs は、胎仔生殖巣体細胞と凝集培養（再構成精巣）すると、精原（幹）細胞様細胞に分







おける DNA メチル化制御が正常な精子形成に重要であることを示唆するものである。 
 以上の研究は、雄性生殖細胞発生過程の試験管内再構成法の開発とその過程における DNA メチ
ル化制御機構の解明に寄与するところが大きい。 
 したがって、本論は博士（医科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお本学位授与申請者は、平成 29 年 2 月 17 日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
